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。



衆
議
院
議
員
川
内
博
史
君
提
出
著
作
権
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
）
及
び
�
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
自
動
公
衆
送
信
さ
れ
て
い
る
昭
和
二
十
九
年
（
西
暦
千
九
百
五
十
四
年
）
か
ら
三
十
四
年
（
西
暦
千
九
百
五

十
九
年
）
に
公
開
さ
れ
た
映
画
を
我
が
国
に
お
い
て
視
聴
す
る
目
的
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
行
為
」
及
び
「
自
動
公
衆
送
信

さ
れ
て
い
る
著
作
物
を
我
が
国
に
お
い
て
視
聴
す
る
目
的
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
行
為
」
に
つ
い
て
は
、
当
該
自
動
公
衆
送

信
が
国
内
で
行
わ
れ
た
と
し
た
な
ら
ば
著
作
権
の
侵
害
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
事
実
を
知
り
な
が
ら
当
該

自
動
公
衆
送
信
を
受
信
し
て
デ
ジ
タ
ル
方
式
の
録
音
又
は
録
画
を
行
う
場
合
に
は
、
今
国
会
に
提
出
し
て
い
る
著
作
権
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
以
下
「
法
案
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
著
作
権
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
三

十
条
第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
。
ま
た
、
�
）
の
後
段
の
お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
当
該
録
音
又

は
録
画
が
、
当
該
視
聴
の
た
め
の
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
過
程
に
お
い
て
、
当
該
情
報
処
理
を
円
滑
か
つ
効
率
的

に
行
う
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
限
度
で
当
該
電
子
計
算
機
の
記
録
媒
体
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
法
案
に

お
け
る
著
作
権
法
第
四
十
七
条
の
八
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
録
音
又
は
録
画
に
つ
い
て
は
、
複
製
権
は
及
ば
な
い
。

一
の
�
）
に
つ
い
て

一



文
化
庁
と
し
て
は
、
法
案
に
お
け
る
著
作
権
法
第
三
十
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
は
、
「
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
ッ
ト
時
代
に
お

け
る
知
財
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
（
報
告
）
」
（
平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
七
日
知
的
財
産
戦
略
本
部
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
ッ

ト
時
代
に
お
け
る
知
財
制
度
専
門
調
査
会
）
に
お
け
る
「
権
利
制
限
の
一
般
規
定
（
日
本
版
フ
ェ
ア
ユ
ー
ス
規
定
）
の
導
入

」
に
関
す
る
提
言
を
踏
ま
え
た
所
要
の
規
定
を
創
設
す
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
検
討
に
直
接
影
響
す
る
も
の
と
は
考
え
て
い

な
い
。

二
の
�
）
に
つ
い
て

法
案
に
お
け
る
著
作
権
法
第
四
十
七
条
の
八
の
規
定
は
、
平
成
二
十
一
年
一
月
の
文
化
審
議
会
著
作
権
分
科
会
報
告
書
（

以
下
「
報
告
書
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
「
機
器
利
用
時
・
通
信
過
程
に
お
け
る
蓄
積
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
の
検
討
を

踏
ま
え
、
電
子
計
算
機
に
お
い
て
著
作
物
を
利
用
す
る
場
合
に
当
該
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
過
程
で
行
わ
れ
る
著

作
物
の
蓄
積
に
関
し
、
複
製
権
が
及
ば
な
い
範
囲
を
明
確
に
す
る
た
め
に
創
設
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
の
�
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
移
動
す
る
場
合
」
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
法
案
に
お
け
る
著
作
権
法
第
四
十
七
条
の
八
の

規
定
の
適
用
を
受
け
て
作
成
さ
れ
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
を
用
い
て
当
該
キ
ャ
ッ
シ
ュ
に
係
る
著
作
物
を
新
た
に
複
製
す
る
場
合
に

二



お
け
る
当
該
複
製
行
為
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
複
製
権
が
制
限
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

三
に
つ
い
て

文
化
庁
と
し
て
は
、
法
案
が
成
立
し
た
場
合
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
広
報
誌
そ
の
他
の
媒
体
の
活
用
、
「
著
作
権
セ

ミ
ナ
ー
」
そ
の
他
の
講
習
会
や
研
修
会
の
開
催
等
を
通
じ
た
広
報
啓
発
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
関
係
団
体
に
よ
る
広
報
啓

発
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
改
正
の
内
容
に
つ
い
て
広
く
国
民
へ
の
周
知
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

四
の
�
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
利
害
関
係
者
」
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
報
告
書
に
お
い
て
は
、
私
的
録
音
録
画
補
償
金
制

度
の
見
直
し
に
関
す
る
関
係
者
と
し
て
、
「
例
え
ば
権
利
者
、
メ
ー
カ
ー
、
消
費
者
な
ど
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

四
の
�
）
及
び
�
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
私
的
録
音
録
画
小
委
員
会
の
後
継
組
織
」
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
報
告
書
に
記
載
さ
れ
た

「
関
係
者
が
忌
憚
の
な
い
意
見
交
換
が
で
き
る
場
」
を
設
け
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
現
在
検
討
中
で
あ
る
。
ま
た
、
文
化
庁

と
し
て
は
、
私
的
録
音
録
画
補
償
金
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
検
討
を
行
う
に
際
し
て
、
御
指
摘
の
よ
う
な
「
事
務
局
の
求

め
る
結
論
に
沿
っ
た
形
で
議
事
を
円
滑
に
進
め
る
意
図
に
基
づ
き
非
公
開
と
す
る
」
と
の
意
図
は
有
し
て
い
な
い
。

三


